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論文の内容の要旨 
 

論文題目：澄観における「心」の思想の研究――一心・如来蔵・仏

性を中心として―― 

氏  名：張文良 
 

華厳宗の第四祖と仰がれ、中唐の社会的・思想的変革の時代を生きた澄観は、中国華厳

思想史、さらには中国仏教思想史の全体の中に重要な位置を占めている。かれは智儼や法

蔵の華厳思想を継承しながら、当時行われていた法相宗、禅宗、天台宗などの思想を吸収

し、華厳教学の法界観・唯心観・如来蔵観・仏性観・実践論などについて濃密な思索を展

開し、華厳教学の新しい展望を開いたのである。かれの思想は、宗密をはじめとする以後

の中国思想界に莫大な影響を与えている。 
澄観については、すでにすぐれた研究の蓄積があり、その人間像と思想の全貌が次第に

明らかにされつつある。しかしながら、澄観の「心」の思想については、それがかれの思

想の全体において中心的な位置を占めるにもかかわらず、いくつかの先行研究を除けば、

本格的な研究は決して十分なものとはいえない。 
本論文では、澄観の「心」の思想を解明するため、『華厳経疏』をはじめとする澄観の『華

厳経』諸注釈書を基本テキストとし、澄観の一心観・如来蔵観・仏性観などを分析し、そ

れによって彼の「心」理解の方法論と性格およびその根底に流れるかれの根本的立場を明

らかにしたい。その成果をもとに、澄観教学の内部構造の一断面に迫ってみたいと考える。 
本論文は七章からなっている。 
第一章「予備的考察」においては、澄観教学理解のための基礎作業として近代における

澄観およびかれの「心」思想に関する研究史を概観し、澄観の伝記・著作（とくに『四十

華厳』の注釈書である『行願品疏』）を検証する。最終に、澄観の教判説を、法相宗と法性

宗という視角から検討し、澄観の仏教思想の根底にある価値意識・基本的立場を考察する。 
第二章「唯心と一心」においては、『八十華厳』「夜摩宮中偈賛品」の「覚林菩薩偈」、「十

地品」の「三界唯心偈」、及び「問明品」の「覚首菩薩偈」に対する澄観の解釈の考察を通

じて、澄観の「心」「心性」理解と、智儼・法蔵の理解との異同を検証する。 
第三章「心性としての如来蔵」においては、二種如来蔵の概念と、如来蔵と阿頼耶識と

の関係性を中心として、澄観の如来蔵観を検討する。 
第四章「転換の論理―心と心性の通路」においては、澄観における転依説・四智説及び

阿摩羅識説を考察し、澄観が心と心性とを如何に結び付けているのかを検討する。 
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第五章「心性・法性・仏性」においては、澄観の仏性論に焦点を絞り、心性・法性・仏

性という三つの概念の異同に関する澄観の理解を考察し、成仏のための実践論における「心

性」概念の特徴、及びその思想史的位置づけを明らかにする。 
第六章「澄観の禅思想・念仏観における心の思想」においては、澄観の禅思想、及び唯 

心念仏思想の考察を通じて、かれの禅宗思想・念仏観に現われている「心」の思想の特質

を検討する。 
第七章「宗密に及ぼした澄観の「心」思想の影響」においては、宗密の唯心観・禅宗観・

如来蔵思想・人性論などを考察し、宗密の「心」の思想に現われている澄観の「心」の思

想の影響と変容を検討する。 
以上の考察を通じて明らかになった点を要約すれば、次の七点となろう。 
第一に、澄観は法相宗と法性宗とを判別した上に、法性宗の立場を実教、最高の教えと

位置づけている。と同時に、かれは、中観派の空性説を法性宗に取り込み、法性宗の一義

とすることによって、如来蔵の空性を再解釈し、空如来蔵の根源性・普遍性・随縁性によ

って一切法の存在根拠を明らかにする。また、法性宗と法相宗との融会を通じて、唯識思

想を組織的に華厳教学に導入し、染法縁起、とくに染から浄への転依のプロセスをより緻

密に解明するに至った。 
 第二に、『華厳経』の唯心思想に対する澄観の理解は、智儼・法蔵の説を受け継いだ点が

多いが、澄観の独自性としては、以下の諸点を指摘できる。①心・仏・衆生の三無差別を

華厳別教の事事無礙を明かす説とし、これと『起信論』の始本同一説との相違を明らかに

する。②唯心は唯心識観と真如実観を通じて実現すべき実践目標とする。③法蔵が理・理

性に基づいて華厳の円融無礙を説明するのに対して、澄観は、心・心性を軸にして円教の

教理を展開する。④三世の一切法が真心によって存在することを明確にしながら、現象心

としての「一念心」にもただちに十二有支が具わっているとする。⑤「心」（阿頼耶識と意

識）と「心性」（如来蔵・自性清浄心）を区別し、存在根拠としての如来蔵から識の要素を

排除し、如来蔵の一元性を強調する。澄観の唯心解釈では、観法を重視する実践性と、存

在根拠としての真心を重視する主体的姿勢とが浮き彫りになる。 
第三に、『勝鬘経』における空如来蔵の「空」は、本来、煩悩の欠如・虚無を意味するも

のであるが、澄観は第一義空・畢竟空の意味で解釈している。そして、如来蔵の空そのも

のは不空であり、不空そのものは空であるという。澄観の如来蔵理解には、涅槃宗、とく

に法宝の影響が見られる。澄観と法宝との間に見られる空如来蔵・不空如来蔵に対する解

釈の相違は、『涅槃経』の第一義空をめぐる解釈の相違によるのである。法宝は空如来蔵の

「空」を煩悩の相空とするに対して、澄観はそれを煩悩の性空、すなわち第一義空とする

のである。澄観の如来蔵の解釈は、直接には『起信論』の影響を受けたものであるが、地

論宗の慧遠、涅槃宗の法宝の説との関連も注目に値する。澄観は、阿頼耶識と如来蔵との

関係を実教の立場から捉え、『楞伽経』などの思想を汲み取って、如来蔵識という概念で二

者の和合を主張しながら、如来蔵識の空性の性格を強調する。 
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第四に、澄観は転依を法相宗の転依と法性宗の転依に分けて説明する。法相宗の転依説

は本識を軸とする識から智への転換であるのに対して、法性宗の転依は真如の顕現である

とする。しかし、法性宗においては、識の性と識の相とは一体化しているので、結局のと

ころ、不生不滅の真如法身の転依は生滅法の識の転依とは不一不異であるとされる。さら

に、澄観は『華厳経』に説かれる仏智を、唯識教学の四智をもって解釈することを通じて、

唯識教学の四智を華厳教学の中に組み込もうとする。また、中国の唯識教学で否定される

阿摩羅識について、澄観は『決定蔵論』・『大乗荘厳経論』を援用して、阿摩羅識を如来蔵・

自性清浄心と同一視している。さらに、阿摩羅識の真如・真如智を『起信論』の本覚・始

覚に配当し、阿摩羅識を如来蔵の立場から再解釈している。すなわち、阿摩羅識は自性清

浄心でありながら、仏の四智三身でもあるとされる。阿摩羅識という概念を通じて、澄観

は如来蔵思想と唯識思想との融会を試みていると思われる。 
第五に、澄観は、中道の理・第一義空を正因仏性とし、本具の智慧性を了因、外の補助

的な因を縁因とする。これは、湛然が正因仏性の無為法としての特徴を強調し、正因仏性

から智慧など有為法の要素を一切排除しようとしているのとは異なる。また、性としての

同一性に基づいて非情有仏性を認める一方、相としての相違性から、非情仏性・非情成仏

を否定している。さらに、澄観は、仏性を理仏性と行仏性に分け、闡提には理仏性がある

が、かならずしも行仏性があるわけではないから、闡提有仏性と言っても、直ちに闡提成

仏を意味するのではない、と主張する。澄観の仏性説は、『涅槃経』の仏性説と関連してお

り、法宝など涅槃宗の説の影響が大きい。 
第六に、澄観は大乗経論に説かれる無念と離念という概念を、華厳円教の立場から再解

釈し、「心体離念」と「契理無念」という二義に分けて捉えている。『華厳経』の非念と離

念は、北宗禅の修得非念、南宗禅の心体離念に相当するが、北宗の非念も南宗の離念も、

無念と離念の一面しか理解していないと澄観は考え、その二宗の立場を融会してはじめて、

真の無念と離念があるとする。さらに、『華厳経』に基づいて、「即心即仏」を心の根源性

を説くものとし、「非心非仏」を心・仏への執着を排除するものと解釈している。この解釈

は馬祖の有名な公案の趣旨と通じる面がある。澄観がいう唯心念仏には、従来の唯心義に

基づく摂境唯心念仏義と、華厳の唯心義に基づく重々無尽念仏義とがある。究竟の唯心念

仏においては、能念の心も所念の諸仏も、いずれも真心ないし自性清浄心であるとする。 
第七に、宗密が唯心を如来蔵一心とすること、如来蔵の空を真実法の空と捉えること、

心の体用を「寂」と「知」で捉えることは、澄観の理解と一致する。一方、宗密の所説の

うち、性相融会の立場から、肉団心・縁慮心・集起心・堅実心という四種心の不即不離の

関係を明らかにすること、「触事皆心」を説いて、唯心の実践的な性格を強調すること、天

台の観心説を取り入れ、それを『円覚経』の説と合わせて独自の禅観説を展開すること、

心性に基づいて人間形成のメカニズムならびに衆生の罪福業報の真義を解明することなど

は、宗密が新しく開拓したものである。 
以上述べた澄観の「心」の思想の特質をまとめれば、次のように特徴づけられるだろう。
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①、「心」を「心」と「心性」、妄心と真心とに分けて、一切の存在の根拠を心性・真心に

帰着させながら、心と心性との一体性をも力説する。②、心性としての如来蔵・自性清浄

心は、第一義空を本質とすると解し、如来蔵縁起と空思想との融会を図ろうとする。③、

心性・法性・仏性の非一非異の関係によって、心が空性と智慧性を併せ持つことを示し、「心」

の主体性・実践性を重視する。このような立場は、以後の中国思想界に受容され長く影響

を与えた。 
 


